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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第13期
第２四半期
累計期間

第14期
第２四半期
累計期間

第13期
第２四半期
会計期間

第14期
第２四半期
会計期間

第13期

会計期間

自平成21年
４月１日
至平成21年
９月30日

自平成22年
４月１日
至平成22年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成22年
７月１日
至平成22年
９月30日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

売上高（千円） 1,833,1962,127,996993,8161,004,7653,988,119

経常利益（千円） 206,826 231,730 116,996 75,996 444,248

四半期（当期）純利益（千円） 227,395 187,378 113,347 42,719 415,498

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－　 －　 － －　  －

資本金（千円） － － 769,500 771,110 771,110

発行済株式総数（株） － － 39,485 39,595 39,595

純資産額（千円） － － 1,375,0931,733,6641,565,811

総資産額（千円） － － 2,082,2742,418,2192,464,918

１株当たり純資産額（円） － － 34,825.7243,784.9239,545.70

１株当たり四半期(当期)純利益

金額（円）
5,759.034,732.372,870.641,078.9010,516.28

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
5,737.92  － 2,859.76 － －

１株当たり配当額（円） － － － － 500

自己資本比率（％） － － 66.0 71.7 63.5

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
164,271 181,891 － － 269,580

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△59,743 △42,978 － － △108,517

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△246,500△132,441 － － △208,390

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 642,225 742,698 736,598

従業員数（人） － － 83 86 90

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には消費税は含まれておりません。

　３．従業員は就業人員数を表示しております。

　４．第13期及び第14期第２四半期累計（会計）期間は、潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額に

ついては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　５．持分法を適用した場合の投資利益については、関係会社がないため記載しておりません。　
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２【事業の内容】

当第２四半期会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第２四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

提出会社の状況

 平成22年９月30日現在

従業員数（人）  86  (12)

（注） 従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は、当第２四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記載しておりま

す。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1)商品仕入実績

　当第２四半期会計期間における商品仕入実績を商品区分別に示すと次のとおりであります。

商　品　区　分
当第２四半期会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

前年同四半期比（％）

パッケージソフトウェア

商品

セキュリティ商品及び

運用管理商品　
605,451　 94.4　

合　　　計（千円） 605,451 94.4

　（注）上記の金額には消費税等は含まれておりません。

 

(2)受注状況

　当第２四半期会計期間における受注状況を商品区分別に示すと次のとおりであります。

商　品　区　分
受注高
（千円）

前年同四半期
比（％）　

受注残高
（千円）

前年同四半期
比（％）　

パッケージソフトウェア

商品

セキュリティ商品及び

運用管理商品
977,562　 105.3 126,129 132.8

その他 53,344 102.1 20,039 86.7

合　　　計（千円） 1,030,906105.1 146,168 123.8

　（注）上記の金額には消費税等は含まれておりません。

 

(3)販売実績

　当第２四半期会計期間における販売実績を商品区分別に示すと次のとおりであります。

商　品　区　分
当第２四半期会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

前年同四半期比（％）
　

パッケージソフトウェア

商品

セキュリティ商品及び

運用管理商品　
961,564　 102.5

その他 43,200 77.7

合　　　計（千円） 1,004,765 101.1

　（注）１．前第２四半期会計期間及び当第２四半期会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販

売実績に対する割合は次のとおりです。

相手先

前第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

金額 (千円) 割合（％） 金額 (千円) 割合（％）

 沖電気工業 株式会社　 219,881 22.1 － －

　２．上記の金額には消費税等は含まれておりません。 
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２【事業等のリスク】

　当第２四半期会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。　

　

　

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結はありません。

 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

 

(1）業績の状況　

　当第２四半期会計期間におけるわが国経済は、中国をはじめとしたアジア圏を中心に輸出が好調に推移したことも

あり、製造業を中心に企業業績回復の動きが見られました。また、個人消費は景気刺激対策として実施された減税等を

背景にマインドの持ち直しの兆しが見られましたが、デフレ局面にあることなどから本格的な景気回復には至ってい

ない状況が継続しております。

　ネットワークセキュリティ市場の動向としましては、企業の全般的なIT投資は依然として厳しい状況が続いている

ものの、仮想化をはじめとしたITコスト削減や運用管理効率化を目的とした分野への関心は高まりを見せておりま

す。

　このような環境の下、当社は昨年度より引き続き仮想化／クラウドコンピューティング関連をはじめとしたネット

ワークセキュリティ関連商品及びそれらを組み合わせたコンサルティングやアセスメント、設計、構築支援、保守、運

用などといったサービス（以下、「商品組合せ型サービス」という。）の拡販に努めてまいりました。

　その結果、売上高は1,004百万円（前年同四半期比1.1％増）、営業利益は76百万円（前年同四半期比34.6％減）、経

常利益は75百万円（前年同四半期比35.0％減）、四半期純利益は42百万円（前年同四半期比62.3％減）となりまし

た。

 

(2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は742百万円となり、第１四半期

会計期末に比べ、156百万円増加いたしました。

　

　各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果獲得した資金は181百万円（前年同四半期は５百万円の使用）となりました。これは主に、税引前四

半期利益が75百万円増加した一方、前渡金が129百万円減少したこと等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は13百万円（前年同四半期は17百万円の使用）となりました。これは主に、有形固定資

産の取得に13百万円支出したこと等によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は15百万円（前年同四半期は83百万円の獲得）となりました。これは、社債の償還16百

万円があったこと等によるものであります。

　

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期会計期間において事業上及び財務上において新たに対処すべき課題について発生した事項はありませ

ん。

 

　（4）研究開発活動

　該当事項はありません。　

　

（5）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当第２四半期会計期間において、経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通しについて、重要な

変更はありません。  
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 136,800

計 136,800

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数（株）
（平成22年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成22年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 39,595 39,595

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＱ市場

（スタンダード）

当社は単元株制

度は採用してお

りません。

計 39,595 39,595 － －

（注）　第２四半期会計期間末現在の上場金融商品取引所は、大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱであります。

　　　　なお、大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱは、平成22年10月12日付で同取引所ヘラクレス及びＮＥＯとともに、新たに開設

された同取引所ＪＡＳＤＡＱに統合されており、同日以降の上場金融商品取引所は大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）であります。
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（２）【新株予約権等の状況】

　旧商法第280条ノ20及び第280条ノ21の規定に基づき発行した新株予約権は、次の通りであります。

平成17年６月24日提示株主総会決議

 
第２四半期会計期間末現在
（平成22年９月30日）

新株予約権の数（個） 190

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 190

新株予約権の行使時の払込金額（円） 166,473

新株予約権の行使期間
自　平成19年７月１日

至　平成23年６月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　166,473

資本組入額　83,237

新株予約権の行使の条件

①新株予約権の割当てを受けた者は、権利行使時におい

ても、当社に在任、在職することを要するものとしま

す。ただし、任期満了による退任、社命による他社への

転籍、その他会社が認める正当な理由がある場合はこ

の限りではありません。

②新株予約権者が死亡した場合は、相続を認めないもの

とします。

③新株予約権の質入その他一切の処分は認めないもの

とします。

④その他の条件については、新株予約権発行の取締役会

決議に基づき、当社と新株予約権の割当対象者との間

で締結する新株予約権割当契約に定めるものとしま

す。

新株予約権の譲渡に関する事項
新株予約権を譲渡するときは、取締役会の承認を要する

ものとします。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 －
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　会社法に基づき発行した新株予約権は、次の通りであります。

平成22年７月29日取締役会決議

 
第２四半期会計期間末現在
（平成22年９月30日）

新株予約権の数（個） 1,700

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 1,700

新株予約権の行使時の払込金額（円） 3,000

新株予約権の行使期間
自　平成25年４月１日

至　平成29年３月31日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の

発行価格及び資本組入額（円）

発行価格　　3,000

資本組入額　1,500

新株予約権の行使の条件

①新株予約権の割当てを受けた者（以下、新株予約権者

という。）は、当社の平成25年３月期の売上高が75億

円以上、かつ、経常利益が８億円以上である場合に、新

株予約権を行使できる。

②新株予約権者は、権利行使時において当社または当社

の関係会社の取締役、執行役員または従業員であるこ

と。

③新株予約権者が死亡した場合は、相続人の行使を認め

ない。

④新株予約権の行使によって、当社の発行済株式総数

が、授権株式数を超過する場合は、新株予約件の行使

はできない。

⑤新株予約権の一部行使はできない。

⑥その他の条件については、当社取締役会において定め

る。

新株予約権の譲渡に関する事項
新株予約権を譲渡するときは、取締役会の承認を要す

る。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項

当社が合併（当社が合併により消滅する場合に限

る。）、吸収合併、新設合併、株式交換又は株式移転（以

上を総称して以下「組織再編行為」という。）を行う場

合において、組織再編成行為の効力発生日に新株予約権

者に対し、それぞれの場合につき、会社法第236条第１項

第８号イからホまでに掲げる株式会社の新株予約権を

それぞれ交付する。

　　（注）上記新株予約権は、新株予約権と引換えにする払い込む金額を要し、付与日における公正な評価単価１株当たり

300円としております。
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（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

　

（４）【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成22年７月１日～

平成22年９月30日
－ 39,595 － 771,110 － 705,200

 

（６）【大株主の状況】

 平成22年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

 杉本　隆洋 東京都中央区 21,024 53.09

 みずほキャピタル株式会社 東京都千代田区内幸町１丁目２－１ 810 2.04

 株式会社オービックビジネス

 コンサルタント
東京都新宿区西新宿６丁目８－１ 636 1.60

 楽天証券株式会社 東京都品川区東品川４丁目12番３号 430 1.08

 日本証券金融株式会社 東京都中央区日本橋茅場町１丁目２－10 411 1.03

 山内　健至 東京都杉並区 400 1.01

 和田　成史 東京都千代田区 315 0.79

 大村　龍則 京都府京都市右京区 235 0.59

 櫻山　徳次 東京都練馬区 207 0.52

 高木　貢 栃木県矢板市 197 0.49

計 － 24,665 62.29
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成22年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式    39,595 39,595

権利内容に何ら限定の

ない当社における標準

となる株式

端株 － － －

発行済株式総数 39,595 － －

総株主の議決権 － 39,595 －

 

②【自己株式等】

 平成22年９月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計 （株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

 ────── ────── － － － － 

計 ──────  －  － － － 

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

　５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 86,50083,00066,00071,00087,300128,500

最低（円） 66,80055,00055,00053,60062,00071,800

　（注）最高、最低株価は大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ市場におけるものであります。

 

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び前第２四半期累計期間（平成21

年４月１日から平成21年９月30日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第２四半期会計期間（平成

22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半期累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日ま

で）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期会計期間（平成21年７月１日から平成21

年９月30日まで）及び前第２四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期財務諸

表並びに当第２四半期会計期間（平成22年７月１日から平成22年９月30日まで）及び当第２四半期累計期間（平成

22年４月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期財務諸表について、仰星監査法人による四半期レビューを受

けております。

 

３．四半期連結財務諸表について

　「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令第64号)第５条第２項により、

当社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目からみて、当企業集団の財

政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を誤らせない程度に重要性が乏しいものと

して、四半期連結財務諸表は作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成22年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 742,698 736,598

売掛金 735,544 1,080,395

商品及び製品 107,469 108,869

仕掛品 388 181

原材料及び貯蔵品 321 511

前渡金 316,222 12,067

前払費用 21,389 14,051

繰延税金資産 33,950 71,307

未収還付法人税等 19 42

その他 11,992 13,070

貸倒引当金 △59 △86

流動資産合計 1,969,936 2,037,007

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 14,903 15,260

工具、器具及び備品（純額） 178,198 181,213

土地 819 819

有形固定資産合計 ※2
 193,922

※2
 197,294

無形固定資産 31,131 35,929

投資その他の資産 223,229 194,687

固定資産合計 448,282 427,911

資産合計 2,418,219 2,464,918
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（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成22年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 96,942 145,365

短期借入金 ※1
 100,000

※1
 150,000

1年内償還予定の社債 83,000 113,000

1年内返済予定の長期借入金 34,000 34,000

未払金 52,436 145,480

未払費用 43,213 48,225

未払法人税等 86,762 54,161

未払消費税等 － 10,939

前受金 115 －

預り金 6,633 5,482

前受収益 6,409 4,203

賞与引当金 47,884 51,447

その他 23,252 1,546

流動負債合計 580,649 763,852

固定負債

社債 17,500 34,000

長期借入金 32,000 49,000

退職給付引当金 54,406 52,253

固定負債合計 103,906 135,253

負債合計 684,555 899,106

純資産の部

株主資本

資本金 771,110 771,110

資本剰余金 705,200 705,200

利益剰余金 259,397 91,816

株主資本合計 1,735,707 1,568,126

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △2,553 △2,315

評価・換算差額等合計 △2,553 △2,315

新株予約権 510 －

純資産合計 1,733,664 1,565,811

負債純資産合計 2,418,219 2,464,918
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（２）【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 1,833,196 2,127,996

売上原価 1,047,911 1,293,310

売上総利益 785,285 834,685

販売費及び一般管理費 ※
 578,802

※
 601,834

営業利益 206,483 232,850

営業外収益

受取利息 93 98

為替差益 3,459 597

補助金収入 － 449

その他 202 199

営業外収益合計 3,755 1,345

営業外費用

支払利息 2,204 1,850

支払保証料 1,107 613

その他 100 2

営業外費用合計 3,412 2,465

経常利益 206,826 231,730

特別利益

貸倒引当金戻入額 986 27

固定資産売却益 7,452 －

特別利益合計 8,438 27

特別損失

前期損益修正損 591 －

固定資産除却損 2,541 102

特別損失合計 3,133 102

税引前四半期純利益 212,132 231,655

法人税、住民税及び事業税 1,145 35,793

法人税等調整額 △16,408 8,484

法人税等合計 △15,263 44,277

四半期純利益 227,395 187,378
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【第２四半期会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期会計期間
(自　平成22年７月１日
　至　平成22年９月30日)

売上高 993,816 1,004,765

売上原価 589,545 640,789

売上総利益 404,270 363,975

販売費及び一般管理費 ※
 287,271

※
 287,446

営業利益 116,999 76,529

営業外収益

受取利息 93 98

為替差益 1,579 252

補助金収入 － 204

その他 161 25

営業外収益合計 1,834 580

営業外費用

支払利息 1,229 853

支払保証料 506 257

その他 100 2

営業外費用合計 1,837 1,113

経常利益 116,996 75,996

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 2

特別利益合計 － 2

特別損失

固定資産除却損 2,541 93

特別損失合計 2,541 93

税引前四半期純利益 114,454 75,905

法人税、住民税及び事業税 572 14,708

法人税等調整額 534 18,477

法人税等合計 1,107 33,186

四半期純利益 113,347 42,719
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 212,132 231,655

減価償却費 51,629 45,831

貸倒引当金の増減額（△は減少） △986 △27

賞与引当金の増減額（△は減少） 239 △3,563

退職給付引当金の増減額（△は減少） 707 2,152

受取利息 △93 △98

支払利息 2,204 1,850

為替差損益（△は益） 0 371

有形及び無形固定資産除却損 2,541 102

有形固定資産売却損益（△は益） △7,452 －

売上債権の増減額（△は増加） 58,584 344,850

たな卸資産の増減額（△は増加） △81,092 1,382

仕入債務の増減額（△は減少） △62,439 △48,422

前渡金の増減額（△は増加） － △304,154

その他 △3,459 △85,872

小計 172,515 186,056

利息及び配当金の受取額 93 98

利息の支払額 △2,585 △1,995

法人税等の支払額 △5,750 △2,267

営業活動によるキャッシュ・フロー 164,271 181,891

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △24,598 △39,976

無形固定資産の取得による支出 △16,673 △3,519

有形固定資産の売却による収入 12,796 842

差入保証金の差入による支出 △21,100 △325

会員権の取得による支出 △14,700 －

その他 4,531 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △59,743 △42,978

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △300,000 △50,000

長期借入れによる収入 100,000 －

長期借入金の返済による支出 － △17,000

社債の償還による支出 △46,500 △46,500

新株予約権の発行による収入 － 510

配当金の支払額 － △19,451

財務活動によるキャッシュ・フロー △246,500 △132,441

現金及び現金同等物に係る換算差額 0 △371

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △141,971 6,100

現金及び現金同等物の期首残高 784,196 736,598

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 642,225

※
 742,698
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　当第２四半期累計期間

（自　平成22年４月１日

　至　平成22年９月30日）　

　会計処理基準に関する事項

　の変更

資産除去債務に関する会計基準の適用

　第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号　平

成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適

用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しております。

これによる、営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益に与える影響はありません。

 

【表示方法の変更】

当第２四半期累計期間

（自　平成22年４月１日

　至　平成22年９月30日）　

　 (四半期損益計算書)

　前第２四半期累計期間において、営業外収益の「その他」に含めて表示しておりました「補助金収入」は、営業外収益

総額の100分の20を超えたため、当第２四半期累計期間では区分掲記することとしました。なお、前第２四半期累計期間

の営業外収益の「その他」に含まれる「補助金収入」は140千円であります。

　

　（四半期キャッシュ・フロー計算書）

　前第２四半期累計期間において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めて表示しておりました

「前渡金の増減額（△は増加）」は重要性が増加したため、当第２四半期累計期間では区分掲記することとしました。

なお、前第２四半期累計期間の「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含まれる「前渡金の増減額（△

は増加）」は、33,741千円であります。

　

当第２四半期会計期間

（自　平成22年７月１日

　至　平成22年９月30日）　

　 (四半期損益計算書)

　前第２四半期会計期間において、営業外収益の「その他」に含めて表示しておりました「補助金収入」は、営業外収益

総額の100分の20を超えたため、当第２四半期会計期間では区分掲記することとしました。なお、前第２四半期会計期間

の営業外収益の「その他」に含まれる「補助金収入」140千円であります。
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【簡便な会計処理】

 
当第２四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

固定資産の減価償却費の算定方法 　固定資産の減価償却費の算定方法は、定率法を採用している資産について

は、事業年度に係る減価償却費の額を期間按分する方法としております。

 

【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第２四半期会計期間末
（平成22年９月30日）

前事業年度末
（平成22年３月31日）

※1.当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行

３行と当座貸越契約を締結しております。これら契約

に基づく当四半期会計期間末の借入未実行残高は次の

とおりであります。

※1.当社は、運転資金の効率的な調達を行うため取引銀行

３行と当座貸越契約を締結しております。これら契約

に基づく当事業年度末の借入未実行残高は次のとおり

であります。

     （千円）

当座貸越契約極度額 500,000

借入実行残高 100,000

　差引額 400,000

 （千円）

当座貸越契約極度額 500,000

借入実行残高 150,000

　差引額 350,000

※2.有形固定資産の減価償却累計額は、298,379千円であり

ます。

※2.有形固定資産の減価償却累計額は、262,159千円であり

ます。

 

（四半期損益計算書関係）

前第２四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

 （千円）

給与手当 170,383　　

賞与引当金繰入 45,372

 （千円）

給与手当 196,202　　

支払手数料 83,562

 

前第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

 （千円）

給与手当 82,233

賞与引当金繰入 24,945

 （千円）

給与手当 95,346

支払手数料 40,497

 

EDINET提出書類

株式会社アズジェント(E05201)

四半期報告書

19/26



（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年９月30日現在）

　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表

に掲記されている現金及び預金勘定の金額は一致しており

ます。

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年９月30日現在）

　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表

に掲記されている現金及び預金勘定の金額は一致しており

ます。

 

（株主資本等関係）

当第２四半期会計期間末（平成22年９月30日）及び当第２四半期累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年

９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式 39,595株

 

２．自己株式の種類及び株式数

　該当事項はありません。

 

３．新株予約権等に関する事項

　

新株予約権の

目的となる

株式の種類

　新株予約権の

目的となる

株式の数

当第２四半期

会計期間末残高　

（千円）

　第５回新株予約権 　普通株式 　1,700 　510

 

４．配当に関する事項

（１）配当支払額

　（決議） 株式の種類

配当金の

総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

 平成22年５月12日

 取締役会決議
 普通株式 19,797　 500 平成22年３月31日 平成22年６月25日 利益剰余金

 

（金融商品関係）

　事業の運営において重要なものではないため、注記を省略しております。

　

（有価証券関係）

　事業の運営において重要なものではないため、注記を省略しております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　当社はネットワークセキュリティ事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

（追加情報）

　第１四半期会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21年３月27

日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　平成20年３月21

日）を適用しております。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期会計期間末
（平成22年９月30日）

前事業年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額（円） 43,784.92１株当たり純資産額（円） 39,545.70

 

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第２四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額（円） 5,759.03

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額（円）
5,737.92

１株当たり四半期純利益金額（円） 4,732.37

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため

記載しておりません。　

　（注）　１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおり

であります。 

　

 
前第２四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益（千円） 227,395 187,378

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 227,395 187,378

期中平均株式数（株） 39,485 39,595

   

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 145  －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったものの

概要

 

－

 

－
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前第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額（円） 2,870.64

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額（円）
2,859.76

１株当たり四半期純利益金額（円） 1,078.90

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおり

であります。

 

 
前第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

当第２四半期会計期間
（自　平成22年７月１日
至　平成22年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益（千円） 113,347 42,719

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 113,347 42,719

期中平均株式数（株） 39,485 39,595

   

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額   

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 150 －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったものの

概要

 

 －

 

 －

　

（重要な後発事象）

　　　　　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社アズジェント(E05201)

四半期報告書

23/26



第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成21年11月12日

株式会社アズジェント

取締役会　御中
 

仰星監査法人

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 福田　日武　　　印

 

 業務執行社員  公認会計士 榎本　尚子　　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アズジェン

トの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの第13期事業年度の第２四半期会計期間（平成21年７月１日から平成21

年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期財務諸表、すな

わち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この

四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明する

ことにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アズジェントの平成21年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する

第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に

表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）1.上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が四半期財務

諸表に添付する形で別途保管しております。

　　　　2.四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成22年11月11日

株式会社アズジェント

取締役会　御中
 

仰星監査法人

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 福田　日武　　　印

 

 業務執行社員  公認会計士 榎本　尚子　　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アズジェン

トの平成22年４月１日から平成23年３月31日までの第14期事業年度の第２四半期会計期間（平成22年７月１日から平成22

年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成22年４月１日から平成22年９月30日まで）に係る四半期財務諸表、すな

わち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この

四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明する

ことにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アズジェントの平成22年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する

第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に

表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）1.上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が四半期財務

諸表に添付する形で別途保管しております。

　　　　2.四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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